実践編　～環境教育のコーディネーターの立場から～ by 岸本 紗也加
91．私たちと環境教育



















































































































































































　次に指導体制です。4 つの研究手法を生徒 ₆、₇ 人が 1 グループになって体験しましたが、そ
れぞれの調査手法を専門とする、あるいは得意とする教員、研究者、コーディネーターが付き添っ
て、生徒の調査の様子を見守りました。文献調査は私が（洛北高校図書室の司書さんも手伝って
くれました）、自然科学実験調査は井上先生、アンケート調査とインタビュー調査は私と太田さん
で分担しました。
　またコーディネーターの私は生徒に付き添うだけでなく、寄り添うことも心がけました。毎年
出会う生徒のみなさんをよく観察したり、お話をするとわかるのですが、本当に色んな考え方、
価値観を持っています。この生徒の多様性を大切にし、生徒の関心や疑問になるべく寄り添える
ように心がけてきました。いつでも私に話しかけることができたり、質問したり、相談できるよ
うな環境や雰囲気づくりを意識しましたし、重要な会議や出張が授業日時と重ならない限り、毎
回授業に参加し、生徒の研究の様子を見回って（ただし監視しすぎない）、常に笑顔でいるように
しました。授業中にやる気が出ないという生徒もたまにいますが、無理にやる気を出させること
も、大声で叱ることもありません。どんな見方をしたり、思考に陥る傾向にあるのかメモしたり
頭の中に留めておいて、その生徒が発表するときや論文を書くときに、アドバイスしました。
6．改善すべきこと
　この 1年間をふりかえると、途中で挫折してしまう生徒はほとんどおらず、おおむねチームで
力を合わせて研究体験ができていたと思います。授業の感想については学校で生徒にアンケート
調査を実施されるようで、結果が気になりますが、少なくとも、研究について新しい視点や可能
性を発見したり、研究目的や仮説を考えるときにあらゆる結果を予測したり、柔軟に想像したり
することなどを経験したのではないでしょうか。生徒の皆さんには 1年間かけて研究体験したこ
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とを、今度は ₂年生になったとき思い出して、自主研究活動に役立ててもらいたいと思います。
　一方で、再検討すべき課題もいくつかありました。
　第 1に、研究目的と仮説を立てるための練習があまりできませんでした。生徒にとって「研究
目的と仮説を立てること」が少し難しかったようです。悩んでいる生徒をよく見かけました。大
胆に考えてみたらいいんだよ、と言ってもよくわからないといった顔をしていました。日頃から
身の回りの出来事や環境に対して疑問や関心を持つだけでなく、似たようなテーマで他の人が研
究や調査をしているか、もし研究調査がなされているのであればどんな結果が出たのか調べて整
理して、ようやく目的と仮説が浮かんでくると思います。共同研究者になったつもりで生徒と一
緒に調べてみて、一緒に苦労できれば良かったと反省しています。私は洛北高校の図書室を何度
も訪れたことがありますが、古いものから新しいものまで多分野の図書や雑誌が揃っていて充実
していますから、有効利用できるといいと思いました。また、インターネットで研究キーワード
を検索して、見つけた本や論文、記事をどんどん読んでいくこと、見つけた資料が参考・引用し
ている本や資料があればそれもさらに読み進める作業時間も授業プログラムの中に盛り込めたら
と思います。
　第 ₂に、研究計画を立てる、あるいは練り直す段階で、指導教員や研究者が個別にアドバイス
できるような時間、面談タイムもあればよかったと思いました。個人で立てた研究計画を発表す
る時間があり、発想や着眼点など非常に興味深い計画案もたくさんあったのですが、個別に回答
する時間はありませんでした。個別に返答するのであれば、最低授業 1コマ（50分）は追加で必
要になるだろうと思います。発表全体に対するコメントや助言ぐらいしかできず、個々の生徒の
興味関心に沿って研究を進めてもらえるように本当に寄り添えたかどうかふりかえれば反省しな
ければなりません。
　第 3に、結果の示し方や考察の方法についてもっと指導すべきでした。生徒の分析・考察の作
業を観察していると、結果を円グラフや棒グラフ、あるいは表で「キレイ」に見せようとする傾
向にありました。この作業に多くの時間を割き、結果を「キレイ」に示せたら研究終了！になっ
ているような印象を受けました。グラフや表は結果をわかりやすく伝えるための手段にすぎませ
ん。文章で述べるだけでも間に合う場合があります。結果よりもむしろ、考察が研究のオリジナ
リティが輝く大切な作業であることを、私や授業協力者の経験も交えて、次回は伝えることがで
きればと思います。採用した方法を用いて得られた結果からどんなことが言えるか、考えられる
か、思考を巡らせることは正直しんどいですが。
　第 4に、生徒がもっと体験できればよかったことがあります。まずはテーマ探しです。サイエ
ンスⅠ環境の授業では「研究目的と仮説を立てること」、「様々な研究手法を知って、試して、結
果を共有すること」を主な目標としたため、生徒でテーマ探しをすることはせずに教員と研究者
の側で予めテーマを設定し、定められたテーマ内で研究課題を見つけてもらうようにしました。
もう少し時間にゆとりがあれば、あるいは指導内容の中にうまく組み込めば、研究目的と仮説を
立てる作業と平行して生徒自身が先行研究を調べて、読み漁って、研究テーマを決定する練習が
理論と実践～環境教育を考える、やってみる
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できれば良いと思いました。それに、生徒は文献調査、自然科学実験調査、アンケート調査、イ
ンタビュー調査の 4つの研究手法のうちひとつしか体験しませんでしたので、可能であればあと
もうひとつぐらい、体験できればよいかもしれません。あるいは、4つの研究手法についてまと
めた説明資料を配布したり、希望する生徒にセミナーを実施してもよいかもしれません。後半の
授業でかつて体験したことのない手法を用いて研究したいという生徒がいたからです。
　以上のことを次年度以降に実行するには、授業時間を増やしたり、指導内容の時間配分を調整
する必要があります。また、座談会で太田さんや林さんからもご意見がありましたが、指導者の
人数やサポート体制および期間も見直す必要があります。生徒は研究に関する様々な疑問や悩み
を持ち、質問しますから、生徒のハテナにすぐにとは言いませんがなるべく時間をかけずに回答
できたり、解説できる人の存在は重要です。ここで環境教育コーディネーターの知識、情報収集
能力、ネットワークのほかにも、協力者も楽しみながら環境教育に関わってもらうための能力が
試されます。
7．これから
　通年の授業が何とか無事に終わりました。環境教育の方法や評価は様々で、まだ確立されてい
ませんから、洛北高校と地球研が取り組んできた環境教育の実践は果たしてどうだったのか、他
の地域においても有効でモデル化できるのかなど、まさに検証が必要とされています。
　環境教育は人間の生き方や暮らし方に深く関わってゆく教育でなければならないと思います。
私たちは地球環境の「すべて」を学ぶことはできませんが、環境教育のコーディネーターは地球
環境と学習者をつなぐことができます。私は幸いにして大学院生のときに地域は限られています
が、世界の様々な地域の環境問題について現場で知ることができただけでなく、その解決に取り
組む人びとに出会い、複数の実践活動について学ぶことができました。また、地球研には世界を
フィールドに様々な見方、手法を取り入れ、地域の人たちと対話を重ねながら地球環境問題の解
決に向けて、理想の未来の実現に向けて、活動している研究者たちがいます。これら研究実践例
の数々を授業のなかで活かしながら、生徒の研究サポートだけでなく、生き方や暮らし方を問う
ことができるような授業が実現できればと思いながら環境教育のコーディネーターに携わってき
ました。ゴールまでの道のりはまだまだ長いかもしれませんが、これからも何らかのかたちで環
境教育事業を継承、展開できればと思います。
